
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系） 

 

教科 工業 科目 
ロボット工学実習

（メカトロ製作）） 
単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 「メカトロ製作指導書」（本校制作） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

メカトロ製作実習は、自立型とリモコン型の相撲ロボットを教材に製作方法を学習します。アルミ

板の加工の実習では基礎的な工具や加工方法を学び、安全教育・基礎的技能を習得します。制御基

板の制作では半田付けの技能や電子回路の基礎を習得します。また、ＰＣで相撲ロボットを制御す

るためのＣ言語でプログラムを制作し、マイクロコンピュータへの書き込みロボットに搭載する。

座学で学んだ事柄を活かしながら、実践に活用できる知識・技能を高めます。電器分野の理解を深

めるよう努力し、最後まであきらめないで授業に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・金属加工の工具の基本的な取り扱いを学習する。同時に電子工作に関する基礎的・基本的な知識

と技術を習得させ、工業技術の諸問題を主体的、合理的に解決し、創造的な能力と実践的な態度を

育てる。電子工作におけるロボット製作を行う知識を養う。 

・センサ・アクチュエータのマイクロコンピュータ制御に関するメカトロニクス技術を習得するこ

とを目標とする。 

・Ｃ言語で相撲ロボット制御用のプログラムを制作する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ロボット製作に関す

る課題について関心

を持ち、改善・向上を

目指して主体的に取

り組もうとするとと

もに、実践的な態度を

身につけている。 

ロボット製作に関す

る諸課題の解決をめ

ざして思考を深め、基

礎的・基本的な知識と

技術を基に、適切な判

断、表現する創造的な

能力を身につける。 

ロボット製作に関す

る基礎的・基本的な

技術を身につけ、も

のづくりを合理的に

計画し、技術を適切

に活用している。 

ロボット製作に関す

る基礎的・基本的な

知識を身につけ、工

業の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

レポート 

自己評価 

相互評価 

データ及び製作物の

検証・考察 

学習状況の観察 

レポート 

自己評価 

相互評価 

データ検及び製作物

の証・考察 

学習状況の観察 

レポート 

自己評価 

相互評価 

データ及び製作物の

検証・考察 

学習状況の観察 

レポート 

自己評価 

相互評価 

データ及び製作物の

検証・考察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 
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ﾃ
ｰ
ｼ
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単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
① 

 金
属
加
工 

・設計図に基づき、アルミ板の

切断、穴あけ、曲げ加工を行

う。 

○ 

○ 

  ○ 

○ 

a:金属加工に関心を持ち、意欲

的に取り組んでいるか否か。 

d:金属加工に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、意義や

役割を理解する。 

レポート 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
② 

 制
御
基
板
の
回
路
製
作 

引
張
試
験 

 

・電子部品の種類、使い方を

学習する。 

・半田づけによる部品の実装

技術の習得 

 

○  ○ ○ a: 電子製作に関心を持ち、意

欲的に取り組むか否か。 

c: 電子製作での半田付け作業

について、基礎的・基本的な技

術身につけ、加工手順を合理的

に実行・計画できる。 

d: 電子製作に関する基礎的・

基本的な知識を身につけ、作業

の意義・役割を理解する。 

レポート 

製作基板の

提出 

 

学習状況の

観察 

パ
ー
ト
③ 

 ロ
ボ
ッ
ト
の
組
立
作
業 

・本体に基板、センサ、ギヤボ

ックス、モータなどを搭載し

て、ハードウェアの確認を行

う。 

 

 

○  ○ ○ a: 電子製作に関心を持ち、意

欲的に取り組むか否か。 

c: 電子製作での組み立て作業

について、基礎的・基本的な技

術身につけ、加工手順を合理的

に実行・計画できる。 

d: 電子製作に関する基礎的・

基本的な知識を身につけ、作業

の意義・役割を理解する。 

レポート 

製作物の提

出 

学習状況の

観察 

 

パ
ー
ト
④ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
及
び
動
作
確
認 

・Ｃ言語の説明 

・Ｃ言語を用いて相撲ロボット

制御用のプログラムの制作・ 

・製作したプログラムをコンパ

イルし、マイクロコンピュータ

に書き込む。 

・パート③で製作した本体に

マイクロコンピュータを実装

し、プログラムを実行し、動作

確認をする 

○ ○ ○ ○ a: プログラミングに関心を持

ち、意欲的に取り組むか否か。 

b: プログラミングでの各機能

を適切に条件設定する能力を

身につける。 

c:相撲ロボット制御のプログ

ラムを合理的に実行・計画でき

る。 

d: Ｃ言語に関する基礎的・基

本的な知識を身につけ、制御の

意義・役割を理解する。 

レポート 

学習状況の

観察 

製作物の完

成状況 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


